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江
戸
時
代
か
ら
、
歌
舞
伎
界
に
お
い
て
大
き
な
名
跡
で
あ
っ
た
市
川

団
十
郎
の
代
々
は
、
当
代
の
文
人
達
と
交
流
が
あ
り
、
そ
の
様
子
は
摺

物
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
扱
う
の
は
、
市
川
団
十
郎
の
初

代
か
ら
八
代
目
ま
で
が
歌
川
豊
国
に
よ
っ
て
一
枚
ず
つ
描
か
れ
た
色
紙

判
の
摺
物
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
舞
台
姿
に
賛
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
国

内
外
を
問
わ
ず
、
美
術
館
、
図
書
館
等
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

う
ち
国
会
図
書
館
所
蔵
本
は
、
初
代
か
ら
七
代
目
ま
で
の
七
枚
の
絵
が

貼
り
込
ま
れ
た
画
帖
の
表
に
「
市
川
団
十
郎
舞
台
似
顔
絵
」
と
書
き
題

箋
が
あ
り
、
そ
の
名
称
で
『
国
書
総
目
録
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
に
な
ら
っ
て
、
各
館
に
所
蔵
さ
れ
る
こ
の
摺
物
を

「
揃
物
市
川
団
十
郎
舞
台
似
顔
絵
」（
以
下
「
似
顔
絵
」
と
略
す
）
と
総

称
す
る
こ
と
と
す
る
。

現
存
す
る
「
似
顔
絵
」
に
は
、
大
別
し
て
二
種
が
存
在
す
る
。
二
種

は
、
団
十
郎
の
姿
絵
は
同
じ
で
あ
る
が
、
賛
な
ど
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
、
先
に
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
方
を
Ａ
類
、
賛
を
変
え
て
後

に
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
方
を
Ｂ
類
と
す
る
。

Ａ
類
の
絵
に
備
わ
る
付
随
資
料
（
序
文
と
袋
）
は
、「
似
顔
絵
」
成
立

を
探
る
手
が
か
り
と
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
Ａ
類
お
よ
び
そ
の
付
随
資

料
、
Ｂ
類
を
、
全
て
考
慮
に
入
れ
て
ま
と
め
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
な

さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
そ
の
全
て
を
「
似
顔
絵
」
成
立
を
探
る
検

討
材
料
と
し
、
市
川
団
十
郎
や
、
絵
師
で
あ
る
歌
川
豊
国
、
そ
の
周
辺

人
物
と
の
関
係
、
歌
舞
伎
十
八
番
制
定
と
の
関
連
な
ど
に
つ
い
て
考
察

す
る
。

な
お
、
本
稿
に
お
け
る
資
料
の
引
用
に
際
し
て
は
、
読
解
の
便
を
は

か
り
、
平
仮
名
に
適
当
な
漢
字
を
あ
て
る
、
句
読
点
や
濁
点
を
補
う
な

ど
の
処
理
を
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

工
　
藤
　
い
ず
み

歌
川
豊
国
筆
「
揃
物
市
川
団
十
郎
舞
台
似
顔
絵
」
に
つ
い
て
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一　
「
似
顔
絵
」
諸
本

ま
ず
、
Ａ
・
Ｂ
類
に
ど
の
よ
う
な
相
違
が
み
ら
れ
る
か
を
簡
単
に
確

認
し
て
お
く
。
両
類
の
画
を
挙
げ
て
説
明
す
る
。両

類
を
一
見
し
て
分
か

る
よ
う
に
、
団
十
郎
の
絵

は
ど
ち
ら
も
同
じ
で
あ
る

が
（
（

（
注

、
相
違
が
大
き
く
三
つ

あ
る
。

一
つ
目
に
、
賛
が
異
な

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

Ａ
類
が
著
名
な
文
人
達
に

よ
る
も
の
で
あ
る
の
に
対

し
、
Ｂ
類
は
、
さ
ほ
ど
名

が
知
ら
れ
て
い
な
い
者
も

多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次

節
で
述
べ
る
。

二
つ
目
は
、
絵
の
外
枠

の
模
様
で
あ
る
。
Ａ
類
は

無
地
で
あ
る
の
に
対
し
、
Ｂ
類
に
は
マ
ー
ク
の
よ
う
な
も
の
が
多
数
施

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
五
」
の
篆
書
体
、
す
な
わ
ち
宿
屋
飯
盛
率
い

る
狂
歌
連
中
「
五
側
」
の
印
で
あ
り
、
五
側
に
属
す
る
者
た
ち
に
よ
っ

て
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

違
い
の
三
つ
目
は
、
Ａ
類
の
初
代
か
ら
六
代
目
ま
で
の
外
枠
に
は

「
極
七
代
目
三
升
」
と
七
代
目
自
身
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
Ｂ
類

に
は
そ
れ
が
な
い
点
で
あ
る
。
Ａ
類
は
七
代
目
が
刊
行
を
認
め
た
摺
物

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
Ｂ
類
に
は
、
七
代
目
が
直
接
関
わ
っ
た
形

跡
は
見
ら
れ
な
い
。

そ
の
よ
う
な
違
い
を
持
つ
両
類
は
、
複
数
の
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

が
、
絵
の
枚
数
、
絵
に
付
随
す
る
序
文
や
袋
の
有
無
な
ど
に
違
い
が
見

ら
れ
る
。

実
見
に
よ
り
現
存
形
態
の
確
認
が
と
れ
た
も
の
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

図
録
お
よ
び
先
行
論
文
の
文
章
中
か
ら
、
所
蔵
状
況
が
確
実
に
分
か
る

も
の
合
計
六
本
（
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
市
場
直
次
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

本
（
（

（
注

、
日
本
浮
世
絵
博
物
館
本（

（

（
注

、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
本（

（

（
注

、
伊
川
家

本
（
（

（
注

、
国
会
図
書
館
本（

（

（
注

、
ハ
ン
ブ
ル
ク
美
術
工
芸
博
物
館
本（

（

（
注

）
を
、
表
に

し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
こ
の
う
ち
、
稿
者
が
実
見
で

き
た
の
は
市
場
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
、
国
会
図
書
館
本
の
み
で
、
そ
れ
以

外
は
原
本
保
護
等
の
制
約
に
よ
り
未
見
で
あ
る
。
ま
た
、
表
に
し
た
も

の
の
ほ
か
、
現
存
形
態
は
明
確
に
は
分
か
ら
な
い
も
の
を
含
め
、
図
録

Ａ類	
（演劇博物館所蔵本）

Ｂ類	
（国会図書館所蔵本）
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貼
り
込
ま
れ
る
。
江
戸
時
代
、
コ
レ
ク
タ
ー
な
ど
が
摺
物
を
保
管
す
る

際
に
、
和
綴
じ
の
本
に
貼
り
込
む
こ
と
は
あ
っ
た
と
い
う
が
、
折
本
に

絵
を
貼
り
込
む
こ
と
は
、
明
治
時
代
以
降
と
考
え
て
よ
い
と
い
う（

（

（
注

。
Ｂ

類
の
成
立
は
天
保
四
年
と
推
測
さ
れ
、
も
と
も
と
八
代
目
の
口
上
図
が

付
随
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
国
会
図
書
館
本
は
、
初
代
か
ら
七
代
目
ま
で
の
七
枚
の
揃
い

で
、
折
本
に
貼
り
込
ま
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
が
、
Ｂ
類
は
元
来
、
八

枚
の
揃
物
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
た
め
、
国
会
図
書
館
本
は
、
八
代

目
を
描
い
た
一
枚
が
欠
け
た
状
態
で
折
本
に
貼
り
付
け
ら
れ
、
保
存
さ

れ
た
も
の
と
考
え
る（

（

（
注

。

で
は
、
Ａ
類
と
Ｂ
類
の
成
立
背
景
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

二　
賛
と
賛
者

ま
ず
、
両
類
の
賛
、
賛
者
の
違
い
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。
両
類

の
賛
、
賛
者
、
絵
師
を
表
の
か
た
ち
で
示
し
て
お
こ
う
。
括
弧
内
に
示

し
た
の
は
賛
者
と
絵
師
名
で
あ
る
。

Ａ
類
の
初
代
は
「
市
川
の
元
祖
」、
四
代
目
は
「
木
場
の
親
玉
」
五
代

目
は
「
其
す
が
た
み
に
向
ふ
じ
ま
」
と
、
そ
の
語
を
聞
け
ば
連
想
さ
れ

る
団
十
郎
の
代
数
は
明
白
で
あ
る
。
二
代
目
も
、
大
当
た
り
を
記
念
し

て
「
矢
の
根
蔵
」
が
建
つ
ほ
ど
、
矢
の
根
を
得
意
と
し
た
と
い
う
こ
と

や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
で
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
本
文
末
尾
に
「
揃

物
市
川
団
十
郎
舞
台
似
顔
絵
」
諸
本
一
覧
と
し
て
ま
と
め
た
の
で
参
照

さ
れ
た
い
。

下
表
を
一
見
し
て
分
か

る
よ
う
に
、
館
に
よ
っ
て
、

所
蔵
形
態
に
多
少
の
違
い

が
あ
る
。
Ａ
類
に
は
、
八

枚
の
絵
と
別
に
、
序
文
や

袋
が
付
随
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
、
こ
れ
が
「
似

顔
絵
」
成
立
を
探
る
手
が

か
り
と
な
る
。

Ｂ
類
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
美

術
工
芸
博
物
館
本
は
、
折

本
に
貼
り
込
ま
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
こ
の
資
料
の

み
、
三
代
目
歌
川
豊
国
に

よ
る
、
八
代
目
団
十
郎
と

三
代
目
岩
井
粂
三
郎
を
描

い
た
嘉
永
頃
の
口
上
図

が
、
八
枚
の
絵
の
冒
頭
に

Ｂ類 Ａ類
ハンブルク 国　会 伊川家 演　博 浮世絵博 市　場

○ ○ ○ 序　文
○ ○ ○ ○ ○ ○ 初　代
○ ○ ○ ○ ○ ○ 二代目
○ ○ ○ ○ ○ ○ 三代目
○ ○ ○ ○ ○ ○ 四代目
○ ○ ○ ○ ○ ○ 五代目
○ ○ ○ ○ ○ ○ 六代目
○ ○ ○ ○ ○ ○ 七代目
○ ○ ○ ○ ○ 八代目

○ 袋
八代目口上 その他
折本に貼込 折本に貼込 袋　入 備　考
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が
伝
わ
っ
て
い
る
。
六
代
目
の
「
暫
」、
七
代
目
の
「
助
六
」
は
、
団
十

郎
代
々
が
得
意
と
し
て
き
て
お
り
、
江
戸
時
代
か
ら
、
市
川
団
十
郎
家

の
芸
と
い
う
印
象
の
強
か
っ
た
演
目
で
あ
る
。
八
代
目
の
絵
は
天
保
三

年
に
、
市
川
家
の
芸
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
歌
舞
伎
十
八
番
を
公
表
し
た
と

き
の
興
行
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
際
、
七
代
目
団
十
郎
は
海
老
蔵
に
名

を
改
め
、
七
代
目
団
十
郎
の
長
男
、
海
老
蔵
が
八
代
目
団
十
郎
を
襲
名

し
た
。
そ
れ
を
鑑
み
て
も
、
Ａ
類
の
賛
は
、
市
川
団
十
郎
の
代
々
を
強

く
意
識
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

一
方
Ｂ
類
の
狂
歌
は
、
家
の
芸
を
意
識
し
て
も
い
る
が
、「
春
」
と
い

う
語
が
多
く
、「
鶯
」「
は
つ
ひ
」
な
ど
を
用
い
た
、
新
春
ら
し
い
め
で

た
い
狂
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
浅
野
秀
剛
氏
は
、
Ｂ
類
は
、
五
側
に
よ

る
春
興
狂
歌
摺
物
で
あ
り
、
天
保
四
年
の
春
に
作
ら
れ
た
と
推
測
す

る
（
（注

（
注

。次
に
賛
者
や
序
者
と
、
団
十
郎
の
関
係
を
見
て
み
た
い
。

鹿
都
部
真
顔
（
狂
歌
堂
）、
宿
屋
飯
盛
（
六
樹
園
）
は
、
周
知
の
と
お

り
、
数
多
く
の
狂
歌
集
を
編
纂
し
、
門
人
を
多
く
持
つ
、
江
戸
の
狂
歌

界
を
語
る
に
外
す
事
の
で
き
な
い
狂
歌
師
で
あ
っ
た
。
贔
屓
が
市
川
団

十
郎
の
代
々
を
称
賛
し
盛
り
立
て
た
刊
行
物
の
代
表
的
な
も
の
に
「
市

川
白
猿
七
部
集
」（
以
下
「
七
部
集
」
と
略
す（

（注

（
注

）
が
あ
る
が
、
真
顔
は
、

そ
の
七
冊
全
て
に
名
が
見
ら
れ
、
う
ち
一
冊
目
に
序
、
三
冊
目
か
ら
六

冊
目
に
跋
を
寄
せ
て
い
る
ほ
ど
で
、
団
十
郎
と
の
親
交
は
深
か
っ
た
と

Ａ　

類

Ｂ　

類

初　代
延
宝
の
遠
き
む
か
し
を
音
に
き
け
ば

あ
か
ん
堂
赤
い
江
戸
絵
は
市
川
の

元
祖
と
ひ
ゞ
く
芝
の
大
が
ね

（
狂
歌
堂
／
故
豊
国
）

節
分
の
鬼
も
お
そ
れ
ん
為
朝
の

引
く
は
ま
弓
の
春
ぞ
め
で
た
き

（
海
外
楼
瀉
澄
／
豊
国
）

二代目
栢
莚
が
五
郎
は
江
戸
の
市
川
の

水
に
み
が
き
し
家
の
か
ぶ
ら
矢

（
六
樹
園
／
故
豊
国
）

鶯
の
歌
の
む
し
ろ
の
栢
莚
は

上
手
ぞ
と
き
く
敷
し
ま
の
道

（
柳
栄
子
／
豊
国
）

三代目
三
世
市
川
三
升
像
賛

親
ほ
ど
に
な
る
べ
き
も
の
を
竹
の
子
の

み
つ
と
か
ぞ
ふ
る
よ
は
名
の
み
に
て

（
曲
亭
陳
人
／
故
豊
国
）

組
入
の
み
ま
す
の
紋
や
と
し
経
の

神
酒
の
口
こ
そ
力
紙
な
れ

（
洛
外
楼
忠
澄
／
豊
国
）

四代目
遠
か
ら
ん
も
の
は
近
く
も
筆
の
先

う
つ
し
て
木
場
の
親
玉
の
か
ほ

（
森
羅
亭
万
象
／
故
豊
国
）

春
く
れ
ば
山
も
か
す
み
の
く
ま
ゑ
ど
り

け
さ
の
は
つ
日
の
か
げ
き
よ
ぞ
よ
き

（
野
外
楼
中
澄
／
豊
国
）

五代目
葛
飾
や
は
な
の
親
玉
め
づ
ら
し
く

其
す
が
た
み
に
ま
た
向
ふ
じ
ま

（
桜
川
慈
悲
成
／
故
豊
国
）

市
川
の
流
れ
に
た
く
す
連
綿
と

糸
を
引
い
た
る
き
し
の
青
柳

（
緑
樹
園
／
豊
国
）

六代目
筋
隈
は
寒
紅
梅
か
六
つ
の
花

（
種
彦
／
故
豊
国
）

と
し
の
内
に
春
は
小
玉
と
き
く
な
れ
ば

暫
と
い
ふ
鶯
の
声

（
方
亭
／
豊
国
）

七代目
助
六
の
傘
に
恵
み
や
春
の
雨

（
七
代
目
三
升
／
故
豊
国
）

は
る
が
す
み
空
も
ゆ
か
り
の
は
ち
巻
や

を
さ
ま
る
御
代
の
き
み
な
ら
〳
〵

（
六
朶
園
二
葉
／
豊
国
）

八代目
親
の
光
り
は
七
つ
を
て
ら
し
師
の
蔭
は

七
尺
を
拝
す　

豊
国
に
恵
み
生
ふ
る
や

土
筆

〈
外
枠
〉
顔
見
せ
や
兄
弟
な
ら
べ
曽
我

じ
た
く

（
七
代
目
三
升
／
二
代
目
豊
国
）

春
は
ま
だ
を
さ
な
き
こ
ろ
に
め
で
た
し

と
し
た
も
廻
り
て
あ
り
く
年
礼

（
八
馬
園
／
豊
国
）
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見
ら
れ
る
。「
似
顔
絵
」
の
序
文
を
書
い
た
山
東
京
山
の
『
蜘
蛛
の
糸

巻
』（
弘
化
三
年
成
）
に
は
、
京
山
や
京
伝
、
真
顔
が
共
に
五
代
目
団
十

郎
の
楽
屋
や
家
を
訪
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
飯
盛
は
、「
七
部

集
」
の
七
冊
目
『
以
代
美
満
寿
』
に
入
集
し
た
。
七
代
目
が
文
政
四
年
、

千
両
を
贈
っ
て
寄
進
し
た
成
田
山
の
額
堂
の
撰
文
を
、
代
筆
し
た
の
も

飯
盛
で
あ
る
と
い
い（

（注

（
注

、
交
流
が
う
か
が
え
る
。

曲
亭
馬
琴
の
書
簡
に
は
、
七
代
目
団
十
郎
の
こ
と
が
書
か
れ
て
お

り
（
（注

（
注

、
馬
琴
に
と
っ
て
七
代
目
は
関
心
事
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

二
代
目
森
羅
万
象
こ
と
七
珍
万
宝（

（注

（
注

も
、「
七
部
集
」
に
一
冊
を
除
く
全

て
に
入
集
し
た
。

桜
川
慈
悲
成
は
、「
七
部
集
」
の
う
ち
五
冊
に
入
集
し
て
お
り
、
市
川

家
の
お
家
芸
で
あ
っ
た
「
暫
」
に
な
ら
っ
て
「
芝
楽
亭
」
と
号
す
る
ほ

ど
の
贔
屓
で
あ
っ
た
。

柳
亭
種
彦
は
「
七
部
集
」
に
は
入
集
し
て
い
な
い
も
の
の
、
芝
居
好

き
で
あ
り
、
文
筆
活
動
を
志
向
し
た
明
和
初
期
に
は
、
師
の
一
人
に
烏

亭
焉
馬
が
い
た
と
い
う
。
種
彦
は
は
じ
め
、
唐
衣
橘
州
の
門
に
入
り
、

狂
歌
を
学
ん
だ
が
、
橘
州
の
没
後
、
宿
屋
飯
盛
社
中
と
な
っ
た（

（注

（
注

。

な
お
序
文
を
書
い
た
京
山
は
、
先
に
も
挙
げ
た
よ
う
に
、『
蜘
蛛
の
糸

巻
』
に
よ
る
と
、
五
代
目
団
十
郎
と
親
交
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
京
山
の

合
巻
『
封ふ

う
じ

文ぶ
み

恵ゑ

方や

吉の

書か
き

始ぞ
め

』（
文
政
四
年
刊
）
や
『
ま
い
ら
せ
そ
う
ろ

う
操

み
さ
ほ
の

封ふ
う

皮じ
め

』（
文
政
五
年
刊
）
に
は
、
七
代
目
団
十
郎
に
よ
る
、
京
伝

店
の
宣
伝
口
上
が
あ
る
と
い
う（
（注

（
注

。
七
代
目
の
名
を
出
す
こ
と
が
で
き
た

の
は
、
交
流
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
Ｂ
類
の
賛
者
で
、「
七
部
集
」
に
名
が
見
ら
れ
る
も
の
は
一
人

も
い
な
い（

（注

（
注

。

柳
栄
子
糸
長
は
、
東
都
馬
喰
町
に
住
ん
だ
、
天
保
頃
の
太
鼓
側
判
者

で
あ
っ
た
（
狩
野
快
庵
『
狂
歌
人
名
辞
書
』
臨
川
書
店
、
一
九
二
三
年
）。

緑
樹
園
こ
と
小
林
元
有
は
常
陸
の
国
学
者
で
あ
り
（
森
繁
夫
編
『
名
家

伝
記
資
料
集
成
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
四
年
）、
五
側
の
判
者
で
あ
っ

た
（『
狂
歌
人
名
辞
書
』）。
方
亭
は
、
確
定
は
で
き
な
い
が
、
も
と
伊
勢

の
人
で
、
浅
草
鳥
越
町
に
開
業
し
て
名
を
揚
げ
た
医
家
の
藤
井
方
亭

を
、
候
補
の
一
人
と
し
て
挙
げ
て
お
く（

（注

（
注

。

ま
た
、
野
外
楼
中
澄
は
お
そ
ら
く
、
野
外
楼
宝
中
澄
と
も
称
し
た
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
名
は
、
一
枚
の
摺
物
の
中
に
三
人
の
役
者
絵
を
描
い

た
中
に
見
ら
れ
、
宿
屋
飯
盛
の
息
子
で
あ
る
塵
外
楼
清
澄
、
七
代
目
団

十
郎
と
と
も
に
賛
を
書
い
て
い
る（

（注

（
注

。

六
朶
園
二
葉
は
、
飯
盛
の
門
人
で
、
狂
歌
や
和
学
を
学
び
、
の
ち
に

五
側
判
者
に
も
な
っ
た
。
七
代
目
と
八
代
目
の
団
十
郎
を
後
援
す
る
絵

入
狂
歌
本
『
伊
達
茂
夜
雨
』（
三
代
目
歌
川
豊
国
画
、
嘉
永
二
年（

（注

（
注

）
の
編

者
で
も
あ
る
。

海
外
楼
瀉
澄
、
洛
外
楼
忠
澄
、
八
馬
園
は
、「
似
顔
絵
」
の
Ｂ
類
以
外

に
は
そ
の
名
を
見
出
せ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
狂
名
は
、
師
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匠
に
似
た
も
の
を
使
う
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
飯
盛
の
息
子
の
塵
外

楼
清
澄
と
似
て
い
る
海
外
楼
瀉
澄
、
洛
外
楼
忠
澄
、
野
外
楼
中
澄
の
三

名
は
、
飯
盛
と
も
、
そ
う
遠
く
な
い
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
は
推
測
さ
れ

る
。以

上
、
Ａ
・
Ｂ
両
類
の
賛
者
を
見
て
い
く
と
、
Ａ
類
が
当
代
に
お
い

て
も
著
名
な
文
人
達
が
多
い
の
に
対
し
、
Ｂ
類
は
Ａ
類
に
比
し
て
、
さ

ほ
ど
名
が
知
ら
れ
て
い
な
い
者
も
多
い
。
Ａ
類
は
七
代
目
団
十
郎
が
関

わ
り
、
歌
舞
伎
十
八
番
制
定
・
八
代
目
団
十
郎
襲
名
の
際
に
配
っ
た
力

の
入
っ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
Ｂ
類
は
そ
れ
を
彫
り
直
し
た
も
の

で
、
団
十
郎
を
贔
屓
に
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
な

が
ら
、
狂
歌
連
中
の
活
動
の
一
貫
で
作
ら
れ
た
も
の
で
も
あ
る
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
る
。

と
も
あ
れ
、
Ａ
類
か
ら
Ｂ
類
へ
、
賛
な
ど
を
替
え
て
刊
行
す
る
こ
と

と
な
っ
た
の
は
、
Ａ
類
の
賛
者
で
も
あ
り
団
十
郎
と
関
係
が
深
か
っ

た
、
飯
盛
が
率
い
た
五
側
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

両
類
の
版
元
は
そ
れ
ぞ
れ
定
か
で
は
な
い
が
、
演
劇
博
物
館
浮
世
絵

閲
覧
シ
ス
テ
ム（

（

（
注

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
Ａ
類
の
初
代
団
十
郎
図
の
情

報
に
よ
れ
ば
、
サ
ッ
ク
ラ
ー
美
術
館
本
の
背
景
に
は
「
伊
賀
勘
」
の
朱

印
が
あ
る
と
い
う
。
伊
賀
屋
勘
右
衛
門
方
か
ら
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

三　
付
随
資
料
か
ら
見
え
る
成
立
背
景

「
似
顔
絵
」
に
関
連
す
る
研
究
と
し
て
は
ま
ず
、
坪
内
雄
蔵
（
逍
遥
）

が
、
Ａ
類
の
八
枚
の
絵
と
序
文
、
袋
に
つ
い
て
、
主
に
二
代
目
歌
川
豊

国
に
つ
い
て
考
え
る
際
の
検
討
材
料
と
し
て
い
る（

（

（
注

。
佐
藤
悟
氏
は
Ａ
類

の
成
立
年
等
に
つ
い
て
、
賛
者
の
年
齢
や
、
七
代
目
の
絵
で
あ
る
「
助

六
」
の
上
演
年
等
か
ら
検
討
し（

（注

（
注

、
浅
野
秀
剛
氏
は
Ａ
類
と
Ｂ
類
の
関
係

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る（

（注

（
注

。

こ
れ
ら
の
研
究
は
、
Ａ
類
の
み
の
検
討
、
あ
る
い
は
両
類
の
絵
の
み

（
序
文
と
袋
は
検
討
し
な
い
）
を
見
て
両
類
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
Ａ
・
Ｂ
両
類
と
、
絵
と
セ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る

序
文
や
袋
を
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
坪
内
論
文
で
も
掲
示
さ
れ
る
序
文
と
袋
は
「
似
顔
絵
」
成
立
を
考

え
る
上
で
重
要
で
あ
る
た
め
、
検
討
材
料
と
し
て
い
く
。

ま
ず
は
、
山
東
京
山
に
よ
る
序
文
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
以
下

に
、
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
市
場
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
の
影
印
と
と
も

に
、
そ
の
全
て
の
翻
刻
を
挙
げ
る
。
括
弧
内
は
工
藤
注
。

先
の
豊
国
翁
（
初
代
歌
川
豊
国
）、
市
川
の
七
代
を
例
の
水
茎
に
写

し
残
し
た
る
を
、
今
の
豊
国
子
（
二
代
目
歌
川
豊
国
）、
反
故
の
中
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よ
り
見
い
で
、
黄
金

の
釜
と
喜
び
の
あ
ま

り
、
此
度
大
人
達
の

一
首
を
添
へ
て
梓
に

上
し
、
先
の
翁
が
友

垣
の
人
々
に
贈
り
参

ら
す
は
、
彩
る
筆
の

紫
の
雲
に
、
法
の
蓮

の
い
と
な
み
也
と

ぞ
。
其
こ
ゝ
ろ
ば
せ

を
記
し
て
よ
と
僕
に

求
め
た
る
は
、
亡
せ
た
る
我
兄
（
山
東
京
伝
）
に
睦
み
ふ
か
ゝ
り

し
先
の
翁
が
筆
な
れ
ば
な
る
べ
し
。
二
十
四
孝
の
歳
若
な
れ
ど
、

雪
の
竹
の
子
直
ぐ
な
る
心
な
れ
ば
、
氷
の
魚
の
筆
の
運
び
も
先
の

翁
に
露
違
ふ
事
な
し
。
さ
れ
ば
歌
川
の
二
代
も
、
市
川
の
七
代
と

同
じ
く
続
か
ざ
ら
め
や
。

	
	
�

我
が
筆
に
似
顔
と
親
の
に
ら
ん
だ
る
二
代
目
が
ね
は
違
は
ざ

り
け
り�

山
東
庵
京
山
㊞

	

こ
の
序
文
に
は
、
刊
行
の
運
び
と
な
っ
た
経
緯
、
初
代
豊
国
の
友
人

に
配
布
し
た
こ
と
、
京
山
が
序
文
を
書
い
た
理
由
、
二
代
目
歌
川
豊
国

へ
の
賛
辞
、
名
跡
存
続
へ
の
期
待
と
い
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

狂
歌
は
、
初
代
豊
国
が
、
自
分
の
筆
に
そ
っ
く
り
だ
と
目
を
つ
け
た
二

代
目
豊
国
の
心
根
は
、
や
は
り
想
像
と
違
っ
て
い
な
か
っ
た
、
と
い
う

こ
と
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

読
む
と
、
少
し
お
か
し
な
こ
と
に
気
づ
く
。
初
代
か
ら
八
代
目
ま
で

が
揃
う
Ａ
類
に
付
随
し
て
い
る
文
で
あ
る
の
だ
が
、「
市
川
の
七
代
」
に

「
一
首
を
添
へ
て
梓
に
上
し
」
た
こ
と
は
書
か
れ
る
が
、
八
代
目
の
こ
と

に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、「
市
川
の
七
代
と
同
じ
く
続
か
ざ
ら

め
や
」
と
あ
り
、
八
代
目
を
襲
名
し
た
時
点
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
の
に
、
な
ぜ
「
八
代
」
と
記
さ
な
い
の
か
、
不
審
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
も
と
も
と
八
代
目
の
絵
は
な
く
、
七
代
目
ま
で
の
七
枚
で
一

揃
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

そ
の
推
測
は
、
前
掲
坪
内
論
文
を
見
る
と
よ
り
強
固
な
も
の
と
な

る
。「
似
顔
絵
」
の
序
文
と
、
八
枚
の
絵
が
、
袋
に
入
っ
た
状
態
で
発
見

さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
以
下
に
、
坪
内
論
文
を
引
用
す
る
が
、
誤

植
箇
所
に
は
、
括
弧
内
に
正
し
い
と
思
わ
れ
る
字
を
示
す（

（注

（
注

。

…
こ
ん
ど
偶ふ

と
伊
川
家
で
発
見
し
た
一
種
の
摺
物
が
あ
る
。
そ
れ

は
（
名
弘
め
の
為
の
書
画
会
の
引
札
を
兼
ね
た
表う

は
ぶ
く
ろ袋に
包
ん
だ
）

団
十
郎
の
八
代
を
小
板
の
似
顔
錦
絵
に
製
し
た
―
口
上
書
を
合
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わ
せ
て
―
九
枚
組
に
な
る
摺
物
で
あ
る
。
表
袋
の
文
句
は
次
ぎ

の
如
く
で
あ
る
。

「
各
位
の
諸
君
倍
々
御
光
祥
被
遊
御
座
奉
唱
南
山
候
陳
者
来
ル
三

月
廿
六
日
不
論
晴
雨
柳
橋
大
の
し
富
八
亭
に
て
名
弘
書
画
会
相
催

申
候
間
御
枉
賀
希
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
代
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
主　
　

歌
川
豊
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

補　
　

歌
川
豊
廣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

故
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
国
社
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桜
川
慈
悲
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

助　
　

山
東
庵
東（

京
）山
」

	

こ
の
袋
は
、
二
代
目
豊
国
襲
名
の
名
広
め
の
た
め
、
書
画
会
を
開
催

す
る
旨
を
書
い
た
も
の
で
あ
り
、
坪
内
の
い
う
「
口
上
書
」
は
、
山
東

京
山
の
序
文
を
さ
す
。
文
政
八
年
の
一
月
に
初
代
歌
川
豊
国
が
没
し
、

そ
の
年
の
三
月
、
二
代
目
豊
国
襲
名
の
際
に
配
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ

る
。
こ
の
袋
を
見
て
か
ら
序
文
に
戻
る
と
、
序
文
の
内
容
は
、
二
代
目

豊
国
襲
名
の
際
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
で
き
、
袋
と
序
文
は

も
と
は
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
疑
問
は
浮
か
ぶ
。
伊
川
家
に
は
、
文
政
八
年
の
序
文
と
袋
、

天
保
三
年
の
八
枚
の
絵
が
共
に
残
っ
て
い
た
が
、
文
政
八
年
、
後
の
八

代
目
団
十
郎
は
、
わ
ず
か
三
歳
で
あ
っ
た
。「
似
顔
絵
」
八
代
目
の
絵
は

天
保
三
年
、
十
歳
の
時
の
興
行
の
も
の
な
の
で
、
こ
の
時
点
で
八
枚
目

の
絵
は
描
か
れ
て
い
た
は
ず
は
な
い
。
序
文
と
、
八
枚
揃
の
絵
は
、
も

と
は
セ
ッ
ト
で
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
七
枚
で
一
揃
い
の

絵
と
、
序
文
、
袋
が
セ
ッ
ト
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
理
解
で
き
る
の

で
あ
り
、
Ａ
類
成
立
の
前
段
階
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
推
測
で
き

る
。
そ
の
形
態
を
、
仮
に
Ａ
類
と
し
、
成
立
過
程
を
示
し
て
み
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
。

	
 

Ａ
類 	�

初
代
か
ら
七
代
目
（
序
文
、
袋
付
き
）　

二
代
目
豊
国
襲
名
時

（
文
政
八
年
）

　
　
　

↓

 

Ａ
類 	�

初
代
か
ら
八
代
目
（
序
文
付
き
）　

歌
舞
伎
十
八
番
公
表
・

八
代
目
団
十
郎
襲
名
時
（
天
保
三
年
）

　
　
　

↓

 
Ｂ
類 	�

初
代
か
ら
八
代
目　

五
側
に
よ
る
春
興
摺
物
（
天
保
四
年
）

	

こ
の
よ
う
に
整
理
し
て
釈
然
と
し
な
い
の
が
、
伊
川
家
本
は
、
Ａ
類

の
袋
と
、
Ａ
類
の
八
代
目
の
絵
が
、
な
ぜ
一
緒
に
入
っ
て
い
る
の
か
と

´

´

´
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い
う
こ
と
で
あ
る
。
Ａ
類
を
制
作
す
る
際
に
、
Ａ
類
の
袋
を
再
版
す
る

必
要
は
な
く
、
袋
は
Ａ
類
に
は
付
随
し
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か

し
、
袋
と
八
枚
の
絵
・
序
文
が
セ
ッ
ト
で
発
見
さ
れ
た
の
は
歌
川
豊
国

の
実
孫
の
家
で
あ
っ
て
様
々
な
資
料
が
残
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
袋

は
再
版
し
た
の
で
は
な
く
、
七
代
目
ま
で
の
揃
物
を
収
め
る
は
ず
で
あ

る
と
こ
ろ
、
八
代
目
ま
で
の
揃
物
を
、
た
ま
た
ま
こ
の
袋
に
収
納
し
た

も
の
と
推
測
で
き
る
。

ま
た
さ
ら
に
、
Ａ
類
の
八
代
目
ま
で
の
揃
物
に
、
文
政
八
年
時
の
序

文
が
付
さ
れ
る
こ
と
は
不
審
に
思
う
が
、
序
文
で
誉
め
た
二
代
目
豊
国

が
描
い
た
の
が
、
八
代
目
の
絵
で
あ
る
の
で
、
よ
し
と
し
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

佐
藤
悟
氏
も
、
賛
者
の
生
没
年
や
、「
助
六
」
の
上
演
年
か
ら
「
故
豊

国
筆
」
の
落
款
の
七
枚
は
、
八
代
目
の
襲
名
と
は
無
関
係
に
制
作
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
い
う
見
解
を
示
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
、
右

の
事
情
か
ら
も
納
得
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四　
二
代
目
歌
川
豊
国
襲
名
に
つ
い
て

「
似
顔
絵
」
は
、
二
代
目
歌
川
豊
国
の
襲
名
を
祝
う
資
料
で
あ
る
点
で

も
見
る
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
。
藤
澤
茜
『
歌
川
派
の
浮
世
絵
と
江
戸
出

版
界
―
役
者
絵
を
中
心
に
―
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
一
年
）
は
、

´

豊
国
を
含
め
、
歌
川
派
の
浮
世
絵
師
と
そ
の
作
品
に
つ
い
て
詳
細
に
論

じ
て
お
り
、
巻
末
に
は
、
歌
川
派
の
浮
世
絵
師
そ
れ
ぞ
れ
の
役
者
絵
リ

ス
ト
を
付
し
て
い
る
点
で
も
有
益
で
あ
る
。
初
代
豊
国
の
も
の
は
千
点

近
く
、
二
代
目
豊
国
の
も
の
は
六
十
七
点
が
掲
載
さ
れ
る
が
、
そ
の
中

に
、「
似
顔
絵
」
と
思
し
き
摺
物
は
記
載
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
序
文
を
書

い
た
山
東
京
山
に
つ
い
て
は
、
津
田
眞
弓
『
山
東
京
山
年
譜
稿
』（
ぺ
り

か
ん
社
、
二
〇
〇
四
年
）
に
詳
し
い
が
、「
似
顔
絵
」
と
思
わ
れ
る
資
料

に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。「
似
顔
絵
」
は
団
十
郎
と
絵
師
や
文
人
と
の

関
係
を
探
る
の
に
も
有
益
な
資
料
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
参
考
に
し
て

用
い
ら
れ
る
こ
と
は
昨
今
あ
ま
り
な
い
た
め
、
二
代
目
豊
国
襲
名
に
関

し
て
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

「
似
顔
絵
」
の
八
代
目
の
絵
を
描
い
た
、
二
代
目
豊
国
こ
と
豊
重
は
、

文
政
初
年
に
初
代
豊
国
に
入
門
し
た
。
文
政
六
年
頃
よ
り
豊
重
の
名
で

役
者
絵
の
作
品
が
見
え
る
。
や
が
て
初
代
豊
国
の
養
子
と
な
り
、
文
政

八
年
に
は
豊
国
伜
豊
重
、
あ
る
い
は
二
代
目
豊
国
と
落
款
す
る
よ
う
に

な
る
。
文
政
八
年
、
豊
重
が
二
代
目
を
襲
名
し
た
と
き
、
の
ち
に
三
代

目
豊
国
と
な
る
国
貞
は
不
満
を
持
っ
た
と
想
像
さ
れ
て
い
る（

（注

（
注

。
国
貞

は
、
初
代
の
弟
子
で
あ
り
な
が
ら
、
師
匠
と
肩
を
並
べ
る
ほ
ど
の
人
気

と
実
力
が
あ
り
、
浮
世
絵
界
に
お
い
て
、
豊
重
よ
り
も
圧
倒
的
な
存
在

感
を
誇
っ
て
い
た
。
自
分
で
な
く
豊
重
が
二
代
目
豊
国
を
襲
名
す
る
こ

と
に
反
対
す
る
の
は
、
無
理
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
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や
が
て
二
代
目
豊
国
は
、
浮
世
絵
界
に
お
い
て
大
き
な
功
績
を
残
す

こ
と
も
な
く
、
天
保
六
年
頃
か
ら
作
品
が
見
え
な
く
な
る
。
死
ん
だ
と

も
筆
を
絶
っ
た
と
も
、
歌
川
の
家
を
追
放
さ
れ
た
と
も
い
わ
れ
る
。

本
当
は
三
代
目
豊
国
で
あ
る
国
貞
が
、
二
代
目
豊
国
を
名
乗
る
こ
と

と
な
る
の
は
天
保
十
五
年
で
あ
る
。
そ
の
頃
、「
似
顔
絵
」
の
序
文
を
書

い
た
山
東
京
山
の
合
巻
に
、
国
貞
が
描
い
た
挿
絵
に
、「
国
貞
改
二
代
目

豊
国
」
と
の
署
名
が
見
ら
れ
る
。
国
貞
が
二
代
目
豊
国
を
襲
名
し
た
こ

と
に
つ
い
て
、
津
田
氏
は
「
お
互
い
が
処
女
作
の
頃
か
ら
ず
っ
と
共
に

仕
事
を
し
て
き
た
仲
だ
け
に
、
京
山
は
国
貞
を
支
持
し
た
の
だ
ろ
う（

（注

（
注

」

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
似
顔
絵
」
の
序
文
を
見
る
と
、
国
貞
を
支
援

す
る
前
に
、
事
実
上
の
二
代
目
豊
国
で
あ
る
豊
重
を
後
援
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
。

「
似
顔
絵
」
の
賛
者
、
曲
亭
馬
琴
も
、
書
簡
の
中
で
こ
の
件
に
つ
い
て

「
後
の
豊
国
の
跡
に
立
た
ん
事
を
恥
て
二
代
と
書
と
も
、
知
り
た
る
人

を
ば
欺
き
難
か
る
べ
し
。
彼
等
の
心
術
、
か
ゝ
る
こ
と
多
か
り
。
己
等

は
不
承
知
に
候（

（注

（
注

」
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
文
政
十
一
年
に
、
初
代
豊
国
追
悼
の
た
め
に
建
て
た
筆
塚
か

ら
も
、
豊
国
と
「
似
顔
絵
」
賛
者
の
関
係
が
分
か
る
。
門
人
た
ち
が
建

て
た
も
の
だ
が
、
筆
塚
に
記
し
た
文
の
撰
文
は
鹿
都
部
真
顔
で
あ
っ

た
。
真
顔
は
「
遺
愛
門
人
等
一
陽
斉
（
工
藤
注
、
初
代
豊
国
）
の
義
子
、

今
の
豊
国
（
工
藤
注
、
二
代
目
豊
国
）
と
謀
り
て
、
亡
師
の
遺
筆
数
百

枝
を
埋
め
て
碑
を
営
み
、
亡
翁
の
友
人
等
も
為
に
力
を
た
す
け
、
桜
川

慈
悲
成
子
を
し
て
余
が
蕪
辞
を
需
む
。
余
も
又
亡
翁
と
旧
識
た
り
。
故

に
固
辞
す
る
こ
と
能
は
ず（

（注

（
注

」
と
書
い
て
お
り
、
そ
の
篆
額
は
京
山
に
よ

る
も
の
だ
と
い
う
。
初
代
・
二
代
目
の
豊
国
と
、「
似
顔
絵
」
の
賛
者
で

あ
る
慈
悲
成
や
真
顔
、
京
山
に
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ

る
。で

は
、
彼
ら
の
賛
は
ど
の
よ
う
に
し
て
集
ま
っ
た
の
か
。
佐
藤
悟
氏

は
、
種
彦
と
馬
琴
は
ほ
と
ん
ど
個
人
的
な
関
係
が
な
い
こ
と
か
ら
、
賛

者
は
七
代
目
団
十
郎
に
画
賛
を
依
頼
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
と
し

た
（
（注

（
注

。
七
代
目
の
極
め
が
あ
り
、
歌
舞
伎
十
八
番
の
公
表
と
同
時
に
作
っ

た
こ
と
を
考
え
て
も
、
七
代
目
が
自
身
の
家
の
得
意
芸
な
ど
を
選
定
し

た
歌
舞
伎
十
八
番
の
制
定
を
祝
い
、
印
象
づ
け
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
こ

と
は
察
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
山
東
京
山
に
よ
る
序
文
や
、
豊
国
と
賛

者
の
関
係
を
見
る
と
、
二
代
目
豊
国
襲
名
の
際
の
Ａ
類
で
は
、
山
東
京

山
が
、
二
代
目
豊
国
の
後
援
を
は
か
っ
て
、
文
人
達
に
賛
を
頼
ん
だ
と

も
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。「
似
顔
絵
」
の
序
文
か
ら
、
山
東
京
山

が
、
二
代
目
豊
国
の
強
力
な
後
援
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

二
代
目
豊
国
・
三
代
目
豊
国
の
襲
名
に
関
し
て
は
、
未
だ
明
確
で
な

い
部
分
が
あ
る
が
、「
似
顔
絵
」
は
二
代
目
豊
国
す
な
わ
ち
豊
重
の
襲
名

を
支
持
し
て
い
た
者
た
ち
の
存
在
が
う
か
が
え
る
資
料
で
も
あ
る
。

´
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五　
歌
舞
伎
十
八
番
制
定
と
の
関
連

八
枚
の
絵
を
見
る
と
、
描
か
れ
た
多
く
が
歌
舞
伎
十
八
番
に
選
定
さ

れ
た
演
目
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
。
初
代
は
「
暫
」、
二
代
目
は

「
矢
の
根
」、
三
代
目
は
演
目
未
詳
で
あ
る
が
、
虚
無
僧
姿
を
し
て
お
り
、

四
代
目
は
「
景
清
」
の
姿
で
あ
る
。
五
代
目
は
未
詳
で
あ
る
が
、「
名
歌

徳
三
升
玉
垣
」
で
演
じ
た
大
伴
黒
主
と
同
じ
衣
装
で
あ
り（

（注

（
注

、「
名
歌
徳
三

升
玉
垣
」
は
、
暫
の
つ
ら
ね
を
述
べ
る
場
面
も
あ
っ
た
。
ま
た
五
代
目

の
姿
は
、
嘉
永
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
歌
舞
伎
十
八
番
シ
リ
ー
ズ（

（注

（
注

」
の
、

「
鎌
髭
」
に
出
る
相
馬
将
門
の
衣
装
と
も
同
じ
で
あ
る
。
六
代
目
は

「
暫
」、
七
代
目
は
「
助
六
」
で
あ
っ
て
団
十
郎
代
々
が
得
意
芸
と
し
て

演
じ
て
き
た
も
の
、
八
代
目
は
、
天
保
三
年
三
月
、
市
村
座
に
お
け
る

「
助
六
由
縁
江
戸
桜
」
で
「
外
郎
売
」
役
を
勤
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
先
述
の
よ
う
に
、
そ
の
時
に
歌
舞
伎
十
八
番
は
公
表
さ
れ
、
七
代

目
の
長
男
で
あ
る
海
老
蔵
が
、
団
十
郎
を
襲
名
し
た
。

	

初
代
か
ら
七
代
目
ま
で
の
七
枚
の
絵
は
団
十
郎
一
人
が
描
か
れ
て
い

る
が
、
八
枚
目
に
は
、
二
人
が
描
か
れ
る
。
右
上
の
外
郎
売
が
八
代
目

で
あ
り
、
左
下
の
人
物
は
、
佐
藤
悟
氏
に
よ
る
と
、
七
代
目
の
次
男
の

新
之
助
と
い
う（

（注

（
注

。
新
之
助
は
、『
歌
舞
伎
年
表
』
に
よ
る
と
茶
屋
男
を
演

じ
て
い
る
。

描
か
れ
た
演
目
が
歌

舞
伎
十
八
番
の
演
目
と

一
致
し
、
な
お
か
つ
八

代
目
襲
名
、
歌
舞
伎
十

八
番
制
定
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
公
表
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
当
然
そ
の
宣

伝
を
目
的
と
し
て
刊
行

し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
市
川
団
十
郎
の
家
の
ア
ピ
ー
ル
で
あ
る
。
七
代
目
団
十
郎
の
長

男
と
次
男
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
自
分
の
息
子
達
が
今
後
の
市
川

家
、
ひ
い
て
は
歌
舞
伎
界
を
担
っ
て
い
く
の
で
あ
り
、
市
川
の
家
が
自

分
の
血
を
引
い
て
ず
っ
と
流
れ
て
い
く
の
だ
と
い
う
七
代
目
の
意
思
と

と
れ
よ
う
。

さ
ら
に
気
に
な
る
の
が
、「
似
顔
絵
」
に
描
か
れ
る
絵
は
、
三
代
目
を

除
い
て
、「
歌
舞
伎
十
八
番
シ
リ
ー
ズ
」
の
絵
に
描
か
れ
る
も
の
と
同
じ

役
で
あ
り
、
初
代
、
二
代
目
、
四
代
目
の
絵
は
ポ
ー
ズ
ま
で
同
じ
で
あ

る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
七
代
目
と
八
代
目
の
似
顔
で
、
三
代
目
歌
川
豊

国
に
よ
っ
て
描
か
れ
、
序
文
と
跋
文
は
、
七
代
目
自
身
が
書
い
た
。「
似

顔
絵
」
の
絵
を
参
考
に
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

七
代
目
団
十
郎
は
、
国
貞
と
幼
少
時
か
ら
親
し
く
、
七
代
目
団
十
郎

八代目団十郎図	
（Ａ類　演劇博物館本）
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が
国
貞
宅
を
し
ば
し
ば
訪
れ
て
い
た
と
い
う
。
藤
澤
氏
は
、
三
代
目
豊

国
が
絵
師
と
い
う
こ
と
で
、
制
作
に
は
、
七
代
目
の
意
図
が
多
分
に
反

映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
測
し
て
い
る
。
ま
た
、
歌
舞
伎
十
八
番
を
絵

画
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
を
広
く
世
に
示
す
目
的
が
あ
っ
た
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。
制
作
目
的
か
ら
い
っ
て
も
、「
似
顔
絵
」
を
発
展
さ
せ

た
も
の
が
、「
歌
舞
伎
十
八
番
シ
リ
ー
ズ
」
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ

ろ
う
。

Ａ
類
は
、
ま
だ
歌
舞
伎
十
八
番
の
制
定
さ
れ
て
い
な
い
文
政
八
年
に

配
布
さ
れ
た
と
推
測
す
る
が
、
そ
の
絵
の
多
く
が
、
の
ち
に
十
八
番
に

選
定
さ
れ
る
演
目
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
歌
舞
伎
十
八
番
の
制
定

よ
り
も
前
に
「
市
川
家
の
お
家
芸
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
団
十
郎
自
身
に

も
、
贔
屓
た
ち
に
も
出
来
上
が
っ
て
お
り
、
歌
舞
伎
十
八
番
考
案
の
気

運
が
高
ま
っ
て
い
く
中
で
作
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
二
代
目
豊
国
襲

名
と
も
関
わ
っ
て
の
刊
行
で
あ
っ
た
の
は
、
Ａ
類
の
賛
者
は
、
団
十
郎

贔
屓
で
あ
っ
て
、
市
川
家
の
芸
を
支
援
す
る
と
共
に
、
二
代
目
豊
国
襲

名
に
賛
同
し
、
初
代
豊
国
の
い
な
く
な
っ
た
中
で
歩
み
始
め
る
二
代
目

豊
国
を
、
後
押
し
し
よ
う
と
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
序
を
書
い
た
京

山
は
、
二
代
目
豊
国
と
七
代
目
団
十
郎
を
繋
ぐ
こ
と
の
で
き
る
間
柄
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
の
後
、
天
保
三
年
に
作
ら
れ
る
Ａ
類
は
、
二
代
目
豊
国
に
よ
る
八

代
目
団
十
郎
襲
名
の
際
の
絵
を
添
え
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
歌
舞
伎
十

´

八
番
制
定
・
八
代
目
団
十
郎
襲
名
の
折
に
配
布
す
る
こ
と
で
、
市
川
団

十
郎
家
の
ア
ピ
ー
ル
を
、
七
代
目
自
身
が
積
極
的
に
行
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
彼
を
贔
屓
し
た
文
人
達
に
よ
り
、
狂
歌
連
の
摺
物

と
し
て
の
色
合
い
も
濃
い
Ｂ
類
と
し
て
、
新
た
に
摺
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
よ
う
に
「
似
顔
絵
」
は
そ
の
制
作
の
目
的
を
変
え
て
、
姿
を

少
し
変
化
さ
せ
る
が
、
そ
の
後
「
歌
舞
伎
十
八
番
シ
リ
ー
ズ
」
の
基
と

も
な
る
。「
揃
物
市
川
団
十
郎
舞
台
似
顔
絵
」
か
ら
は
、
代
々
の
市
川
団

十
郎
が
守
り
、
現
在
も
受
け
継
が
れ
る
「
市
川
の
流
れ
」
を
、
七
代
目

団
十
郎
と
そ
の
周
辺
の
文
化
人
が
、
後
世
に
伝
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

注

注
1	

初
代
・
三
代
目
の
絵
な
ど
は
、
衣
装
の
柄
や
色
が
異
な
っ
て
い
る
部
分
が

あ
る
。

注
2	

井
上
敏
幸
編
『
市
場
直
次
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
目
録
』（
佐
賀
大
学
附
属
図

書
館
・
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
年
）
二
四
八
、
二

四
九
頁  

分
類
番
号54‌2

～55‌0

注
3	

『
十
二
代
目
市
川
団
十
郎
襲
名
記
念　

団
十
郎
と
江
戸
歌
舞
伎
展
』（
朝
日

新
聞
社
、
一
九
八
五
年
）

注
4	

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
中
「
浮
世
絵
閲
覧
シ
ス
テ
ム
」
分
類
番
号20‌1－0502

～

0504, 201-0507

～0511

注
5	

坪
内
雄
蔵
「
芝
居
絵
と
豊
国
及
び
其
門
下
」（『
逍
遥
選
集
』
第
七
巻
、
春

陽
堂
、
一
九
二
七
年
）
に
記
述
が
あ
る
。
伊
川
梅
子
氏
は
、
初
代
豊
国
の
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実
孫
だ
と
い
う
。

注
6	
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
資

料
」
分
類
番
号
寄
別3－

3－
2－
2

　

0‌0－00‌1

～00‌7

注
7	

『
ハ
ン
ブ
ル
ク
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
』（
太
田
記
念
美
術
館
、
二
〇
一

〇
年
）
一
六
七
～
一
六
九
頁　

分
類
番
号16‌5－

1

～16‌5－1‌0　

当
図
録

の
存
在
は
、
福
岡
市
の
美
術
商
・
大
城
淳
氏
ご
教
示
。

注
8	

注
7
の
大
城
氏
ご
教
示
。

注
9	

国
会
図
書
館
本
は
、
大
正
五
年
四
月
二
十
一
日
に
購
求
し
た
印
が
あ
る
。

こ
の
日
よ
り
も
前
に
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
分
か
る
。

注
10	

千
葉
市
美
術
館
編
『「
粋
人
た
ち
の
贈
り
物　

江
戸
の
摺
物
」
展
図
録
』

（
一
九
九
七
年
）
一
七
六
頁
。

注
11	

烏
亭
焉
馬
が
編
纂
。
本
稿
で
は
、
な
る
べ
く
落
丁
な
ど
の
不
備
の
な
い
善

本
を
求
め
、『
御
江
都
飾
鰕
』『
美
満
寿
組
入
』『
江
戸
紫
贔
屓
鉢
巻
』『
以

代
美
満
寿
』
は
忍
頂
寺
文
庫
本
、『
今
日
歌
白
猿
一
首
抄
』『
追
善
数
珠
親

玉
』
は
国
会
図
書
館
本
、『
団
十
郎
七
世
嫡
孫
』
は
早
稲
田
大
学
本
を
調

査
し
た
。

注
12	

粕
谷
宏
紀
『
石
川
雅
望
研
究
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
五
年
）
二
七
〇
頁
。

注
13	

『
馬
琴
書
簡
集
成
』
第
６
巻
（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
天
保
十
三
年

六
月
十
九
日
篠
斎
宛
「
驕
甚
し
く
、
家
四
軒
あ
り
、
妾
三
人
有
之
候
事
聞

え
、
右
之
御
咎
ニ
て
御
吟
味
中
、
手
鎖
ニ
成
候
由
聞
え
候
」（
二
六
頁
）
同

年
八
月
六
日
、
同
人
宛
「
江
戸
十
里
四
方
追
放
ニ
成
て
、
下
総
成
田
へ
行

て
旅
籠
屋
ニ
な
る
と
い
ふ
事
」（
三
八
頁
）

注
14	

注
２
の
目
録
に
は
、
初
代
森
羅
万
象
の
生
没
年
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

二
代
目
森
羅
万
象
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

注
15	

伊
狩
章
『
柳
亭
種
彦
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
）。

注
16	

津
田
眞
弓
『
山
東
京
山
年
譜
稿
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
四
年
）。

注
17	

Ｂ
類
の
団
十
郎
の
絵
に
賛
を
寄
せ
て
い
る
彼
ら
が
、
さ
ほ
ど
著
名
な
わ
け

で
は
な
く
、
江
戸
以
外
に
在
住
す
る
者
も
多
く
入
集
し
た
「
七
部
集
」
に

入
集
し
な
か
っ
た
の
は
、「
七
部
集
」
刊
行
の
時
期
（
寛
政
四
〈
一
七
九

二
〉 ～
文
政
二
年
〈
一
八
一
九
〉
頃
）
と
、
Ｂ
類
の
賛
者
が
狂
歌
を
し
た

時
期
が
重
な
ら
な
い
こ
と
が
大
き
な
理
由
で
あ
ろ
う
か
。

注
18	

特
に
十
九
世
紀
に
は
「
文
」
の
技
量
に
よ
っ
て
世
を
渡
ろ
う
と
す
る
階
層

に
狂
歌
の
享
受
層
が
多
く
、
医
師
も
狂
歌
を
好
ん
だ
社
会
階
層
で
あ
っ
た

と
い
う
（
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
・
東
北
文
化
研
究
室
発
行
、
東

北
文
化
資
料
叢
書
第
５
集
・
近
世
文
学
資
料
『
狂
歌
陸
奥
百
歌
撰
』
二
〇

一
〇
年
三
月
）。

注
19	

前
掲
注
10
、
四
八
頁
・
図
61
。

注
20	

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
。
大
庭
卓
也
氏
ご
教
示
。

注
21	

佐
藤
悟
「
柳
亭
種
彦
の
摺
物
三
種
」（「
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
」
第

33
集　

一
九
九
一
年
三
月
）

注
22	

注
10
に
同
じ
。
こ
の
解
説
に
従
っ
た
の
が
注
7
に
掲
載
さ
れ
る
渡
邉
晃
氏

の
解
説
。
注
10
の
解
説
、
注
21
の
論
文
は
、
渡
邉
晃
氏
の
ご
教
示
。

注
23	

袋
自
体
の
誤
植
な
の
か
、
坪
内
論
文
の
誤
植
な
の
か
は
未
詳
。

注
24	

林
美
一
『
国
貞
』（
有
光
書
房
、
一
九
六
三
年
）
二
一
頁
な
ど
。

注
25	

注
13
、
弘
化
二
年
一
月
六
日
篠
斎
宛
（
一
一
九
頁
）。

注
26	

筆
塚
は
関
東
大
震
災
で
消
失
し
た
が
、FR

IE
D

R
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O
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G
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A
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二
九
頁
に
、
記
さ
れ
た
文
の
写
真
が
掲

載
さ
れ
る
。

注
27	

服
部
幸
雄
『
市
川
団
十
郎　

江
戸
歌
舞
伎
十
一
代
の
系
譜
』（
平
凡
社
、
一

九
七
八
年
）
三
一
頁
・
図
番
号
75

注
28	
藤
澤
茜
「
歌
舞
伎
十
八
番
シ
リ
ー
ズ
刊
行
の
背
景
に
つ
い
て
―
歌
舞
伎

界
・
浮
世
絵
界
の
動
向
に
注
目
し
て
―
」（「
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究

年
報
」
第
49
集
、
二
〇
〇
二
年
）

注
29	

注
10
佐
藤
論
文
の
注
に
、
こ
の
新
之
助
は
代
々
の
中
に
数
え
ら
れ
て
い
な
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い
が
、
ラ
イ
デ
ン
民
俗
博
物
館
所
蔵
の
錦
絵
か
ら
、
こ
の
新
之
助
が
七
代

目
の
次
男
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

巻
末
資
料

「
揃
物
市
川
団
十
郎
舞
台
似
顔
絵
」
諸
本
一
覧

⑴
揃
物
と
し
て
の
名
称
（
仮
題
）　　

⑵
所
蔵
形
態　
　

⑶
情
報
の
典
拠

 

〈
Ａ
類
〉

佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
市
場
直
次
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

⑴ 「
団
十
郎
歴
代
絵
図
」　　

⑵
Ａ
類
序
文
、
初
代
か
ら
八
代
目　
　

⑶
注
２

日
本
浮
世
絵
博
物
館

⑴ 「
団
十
郎
代
々
似
顔
絵
」　 

⑵
序
文
、
Ａ
類
初
代
か
ら
八
代
目�

⑶
注
３

早
稲
田
大
学
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館

⑴
未
詳　
　

⑵
Ａ
類
初
代
か
ら
八
代
目　
　

⑶
注
４

伊
川
家
蔵

⑴
未
詳　
　

⑵
序
文
、
袋
、
Ａ
類
初
代
～
八
代
目　
　

⑶
注
５

岐
阜
県
博
物
館

⑴ 「
市
川
団
十
郎
代
々
」

⑵
序
文
、
Ａ
類
初
代
～
八
代
目
、
三
升
の
紋
な
ど
を
手
書
き
し
た
包
紙
（
包

紙
は
後
に
付
属
し
た
と
見
ら
れ
る
）

⑶
岐
阜
県
博
物
館
・
友
の
会
編
『
七
代
目
団
十
郎
と
国
貞
、
国
芳
』（
二
〇

〇
一
年
）
四
頁

千
葉
市
美
術
館

⑴
未
詳　
　

⑵
Ａ
類
初
代
か
ら
八
代
目　
　

⑶
注
10
、
八
五
頁
、
図
151

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
附
属
美
術
館

⑴
未
詳　
　

⑵
Ａ
類
初
代
か
ら
八
代
目　
　

⑶
注
21

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
附
属
サ
ッ
ク
ラ
ー
美
術
館

⑴
未
詳　

⑵
Ａ
類
初
代
か
ら
五
代
目
・
八
代
目
、Ｂ
類
七
代
目
。
六
代
目
は
類
別
未
詳
。

⑶
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ボ
ス
ト
ン
美
術
館

⑴
未
詳　
　

⑵
Ａ
類
四
代
目
・
六
代
目　

⑶
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

仙
台
市
博
物
館

⑴
未
詳　
　

⑵
Ａ
類
三
代
目
・
四
代
目
が
掲
載

⑶ 『
仙
台
市
博
物
館
収
蔵
資
料
目
録
14
―
浮
世
絵
版
画
（
歌
川
豊
国
・
国

貞
と
そ
の
門
人
た
ち
―
）』
二
〇
〇
六
年
）
十
二
頁　

図
番
号
79
、
80

新
藤
茂
氏
蔵

⑴
未
詳　
　

⑵
Ａ
類
二
代
目
の
み
掲
載

⑶
田
口
章
子
『
二
代
目
市
川
団
十
郎
―
役
者
の
氏
神
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
、
二
〇
〇
五
年
）
表
紙

 

〈
Ｂ
類
〉

国
立
国
会
図
書
館

⑴ 「
団
十
郎
舞
台
似
顔
絵
」　

⑵
Ｂ
類
初
代
か
ら
七
代
目
を
画
帖
に
貼
り
込
み

⑶
注
６

ハ
ン
ブ
ル
ク
美
術
工
芸
博
物
館

⑴ 「
摺
物
帖
」　　

⑵ 「
八
代
目
市
川
団
十
郎
の
口
上
」
図
（
三
代
目
豊
国

画
）・
Ａ
類
初
代
か
ら
八
代
目
ま
で
を
画
帖
に
貼
り
込
み　
　

⑶
注
7

ラ
イ
デ
ン
民
俗
学
博
物
館

⑴
未
詳　

   

⑵
Ｂ
類
初
代
か
ら
八
代
目　

   

⑶
注
21
の
佐
藤
論
文
内
で
指
摘

ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
プ
ル
ヴ
ェ
ラ
ー
氏
蔵

⑴
未
詳　
　

⑵
Ｂ
類
初
代
か
ら
八
代
目　
　

⑶
注
10
、
八
五
頁
、
図
152
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［
付
記
］	

本
稿
は
、
第
二
十
一
回
九
州
近
世
文
学
研
究
会
お
よ
び
平
成
二
十
四
年

度
九
州
大
学
国
語
国
文
学
会
で
の
口
頭
発
表
に
加
筆
修
正
を
施
し
た
も

の
で
あ
る
。
席
上
ほ
か
で
多
く
の
先
生
方
よ
り
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
ま

た
、
資
料
の
所
蔵
元
に
は
、
閲
覧
許
可
を
い
た
だ
い
た
り
、
現
存
状
況
を

ご
教
示
い
た
だ
く
な
ど
し
た
。
本
稿
中
に
掲
載
し
た
画
像
は
、
Ａ
類
初
代

と
八
代
目
は
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
、
Ｂ
類
初
代
は
国
会
図
書
館
、
Ａ

類
序
文
は
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
に
資
料
の
掲
載
を
お
許
し
い
た
だ
い

た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。

（
く
ど
う　

い
ず
み
・
平
成
二
十
四
年
度
本
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
生
）


